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３． 主 な 教 授 ・ 学 習 資 料
①文 章 厂ア イ ヌ肖 像 権 訴 訟 」「 匚ア イ ヌ を 標 本 扱 い 」 朝 日 新 聞1985 年5 月24 日 付 『朝 日 新 聞 縮 刷 版 』1985 年5 月 号p.874.)
②文 書 「 ア イ ヌ新 法 ウ タ リ協 会 案 」「 アイ ヌ民 族 資料 室h 卯://www･geocities.co 」p/WallStreet/8729/index.html 2006.10.15. 現 在.）
③統 計 「 今 も 残 る 差 別 や 格 差 」（ 上 村 英 明 『 知 って い ま す か ？ ア イ ヌ民 族 一 問 一 答 』1993,pp.68-69.)
④文 書 「 北 海 道 旧 土 人 保 護 法 」（ 田 端 宏 他 『 北 海 道 の 歴 史 』 山 川 出 版 社2000,pp.227-228.)
⑤文 書 匚北 海 道 旧 土 人 保 護 法 案 理 由 書 」（ 前 掲 ② を 参 照.）
⑥記 事 匚二 風 谷 ダ ム 訴 訟 」（ 厂二 風 谷 ダ ム建 設 は違 法 ）朝 日 新 聞1997 年3 月27 日付 『 朝 日 新 聞 縮 刷 版 』1997 年3 月 号p.1369.)
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アイヌ史の再審を求める人々は
，どのような考え
方に基づいて
，どのような記憶をつくっているの
だろうか
」という本時の学習課題を設定する。展
開部１では
，アイヌ新法ウタリ協会案の資料を使っ
て
，匚○なぜ国は，アイヌ新法を制定する責任か
おるのだろうか
」という問いを追究して，北海道
や千島などに先住するアイヌ民族の言語や文化を
様々な政策によって奪った責任が国にあることを
把握する
。展開部２では，アイヌ民族の差別に関
する統計資料も使って
，「○アイヌを先住民族と
して記憶するのはなぜだろうか
」という問いを追
究して
，アイヌ新法がアイヌを先住民族として記
憶することによって
，様々な民族の権利や文化を
相互に尊重する多民族社会の実現をめざしている
ことを把握する
。本時をふりかえる終結部では，
アイヌ史の再審を求める人々は
，民族の自治によっ
て差別を解消する多民族社会の実現という考え方
に基づいて，アイヌを先住民族として記憶するこ
とをつかむ。
パ
トーⅢ匚北海道旧土人保護法から考える」の
導入部では
，「‾○アイヌ史の再審を求められてい
る人々は
，どのような考え方に基づいて，どのよ
うな記憶をつくっているのだろうか
」という本時
の学習課題を設定する
。展開部１では，北海道旧
土人保護法の資料を使って
，「‾○なぜ国は，北海
道旧土人保護法を制定する責任かおるのか
」とい
う問いを追究して
，文字や農耕を知らないアイヌ
民族を保護するのは文明国家日本の責任であるこ
とを把握する
。展開部２では，北海道旧土人保護
法案理由書の資料を使って
，「○アイヌを未開民
族として記憶するのはなぜだろうか
」という問い
を追究して
，北海道旧土人保護法がアイヌを未開
民族として記憶することによって
，民族を同化し
て差別を解消する単
一民族社会の実現をめざして
いることを把握する
。本時をふりかえる終結部で
は
，アイヌ史の再審を求められている人々は，民
族の同化によって差別を解消する単一民族社会の
実現という考え方に基づくことによって
，アイヌ
を未開民族として記憶することを把握する
。パー
トＨとパ
トーｍの学習では，「先住民族としての
記憶
」と匚未開民族としての記憶」というアイヌ
史の再審請求者／被請求者の記憶のおり方を事例
に即して分析させることによって
，それぞれの記
憶が基づく匚多民族社会観
」と厂単一民族社会観」
を把握させ
，国家や を歴史的に正当化する２
つの異なる論理を子どもにつかませるわけである
。
パ
トーIV厂二風谷ダム訴訟を考える」は，子ども
がアイヌ問題の議論構造を応用的に吟味して
，社
会的な判断基準を構成する段階である
。導入部で
は
，これまでの学習の成果を表にまとめ，匚○二
風谷ダム訴訟への対応策を考えよう
」という本時
の学習課題を設定する
。展開部では，「○二風谷
ダム訴訟の対応策を表にまとめてみよう
」という
問いを追究して
，《ダム建設を続行する》対応策。
《ダム建設を違法判断する》対応策
，《ダム建設
を中止する》対応策
，《ダム建設を取り消す》対
応策が単
一民族社会観と多民族社会観に基づく記
憶のおり方にどの程度基づくかによっていること
を把握する
。そ上で，匚０４つの対応策をラン
クづけしよう」という問いのもと，対応策を比較
検討して話し合い
，対応策を各自，順位づける。
単元の学習課題をふりかえる終結部では
，単一民
族社会観と多民族社会観のいずれの社会観にどの
程度基づくかによって
，形作らる記憶のおり方
が異なることを把握する
。パートIVでは，既習し
たアイヌ問題の議論構造をもとにして二風谷ダム
訴訟の対応策を考えさ
，アイヌ問題に対する判断
基準を構成させることによって
，子どもなりに国
家や社会のおり方を歴史的に意味づけさせるわけ
である。
以上のような４つのパ
トーの学習を通して，子
どもは
，アイヌ民族をめぐる記憶のあり方を議論
することで自らの判断基準を高め
，国家や社会の
おり方を歴史的に正当化する論理を批判的に吟味
することができていよう。
IV　おわりに一構築主義に基づく社会科歴史学習
の特質と意義一
本稿では
，構築主義に基づく社会科歴史学習の
論理を示した
。具体的には，単元『アイヌ問題を
考える』を開発し
，構築主義に基づく社会科歴史
学習が
，社会問題を歴史の再審として捉えること
によって内容構成を図り
，その学習過程を当事者
の意識化過程として組織化することによって，子
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どもが多様な記憶のおり方を議論するという学習
の論理をもっていることを明らかにした
。本稿の
成果に基づけば
，現行の中学校歴史学習の改革点
は，次の３点てある。
第１の改氣亟は
，過去の事実学習から記憶の編
成学習へと変えることである
。社会問題を教材に
して
，学習の論理をのように転換することによっ
て
，子どもたちは，現前の国家や社会の歴史的正
当性は客観的に実在するのではなく
，社会的に構
築されていることをつかむことができよう
。
第２の改革点は
，過去を国家史として組み立て
ることから
，社会問題を歴史の再審として組み立
てる内容構成へと変えることである
。内容構成の
論理をこのように転換することによって
，子ども
たちは記憶のおり方は一様ではなく多様であるこ
とをつかむことができるようになろう
。
第３の改革点は
，教授による社会的判断基準の
注入を
，議論による社会的判断基準の構成へと変
えることである
。学習目標の論理をこのように転
換することによって
，子どもたちは自らの常識的
な判断基準をより社会的なものへと高めることが
できるようになろう。
以上の３点を改革することによって
，国家・社
会の傍観者を育成するという現行の歴史学習がも
つ問題点を克服して
，国家・社会形成者を育成
することができるのである。
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